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★新館長あいさつ ★図書館ツアー 実施します

★新館（南館）の再配置を行いました

■ 附属図書館長就任のあいさつ・・奈倉 洋子（英文学科 教授）

図書館と私

これまで、色々な図書館を利用し、さまざまな形でお世話になってきた。現在、身近なところ

では、岡崎の京都府立図書館、自宅近くの府立総合資料館を頻繁に使わせてもらっているが、最

も思い出深く、印象に残っているのは、ヴォルフェンビュッテル図書館（ドイツ）である。ベル

リンの壁が崩壊する直前、ワイマールに半年ほど滞在していた時、ある式典で白髪のにこやかな

紳士と知り合った。その紳士がヴォルフェンビュッテル図書館の館長だと聞いて、私はそれがど

こにあるのか尋ねた。ベルリンからブラウンシュヴァイクまで行って…と説明してくれた。「私、

そこからティル・オイレンシュピーゲル博物館に行ったことあります！」と言うと、「そう、でも

そっちには行かないでね」と白髪の紳士はユーモアたっぷりに答えてくれた（ティル・オイレン

シュピーゲルとは、ファウスト博士と並ぶドイツ民衆本のヒーローであり、リヒャルト・シュト

ラウスが彼にちなんだ曲を作っている）。そして、「研究しに来たいなら、どうぞ」と言って下さ

ったので、私はすぐさま、「是非お願いします」と懇願した。その二ヶ月後、クリスマスの市が立

っている頃に、私はヴォルフェンビュッテルを訪れた。ヴォルフェンビュッテル図書館は、哲学

者のライプニッツが17世紀末に館長をしていたことのある、由緒ある、古い歴史を誇る図書館だ

った。ライプニッツは、図書館は人間精神の宝庫となるべきであり、独創的な思想はすべて保存

しておかねばならぬとして、学問的システムに基づいた分類表を作るなど、近代的図書館作りの

先駆者といいうる人物なのだという。私が驚いたのは、図書館は学術交流を準備する場でなけれ

ばならぬというライプニッツの精神を引継いで、決して大きいとはいえないこの図書館が、独自

にヨーロッパ中から奨学生を募り、研究する学徒の支援を積極的にしていることだった。図書館

の研究担当の女性は非常に学識のある人で、私の研究テーマにも強い関心を示してくれた。彼女

の言によれば、毎週一回必ず奨学生が集まって、語り合う会合をもっているということだった。

学術文化交流の場としての図書館という、ライプニッツ以来の伝統が息づいているのを実感し、

文化の伝統の重厚さに感動した思い出がある。学術文化交流の場としての図書館は、私の理想で

あり、目標でもある。

本学の図書館は貴重な本の宝庫である。二年前には、安永３（１７７４）年に出版された『解

体新書』が発見され、テレビや新聞でも報道され、解体新書展が開催されたことは、久方ぶりの

明るいニュースとして記憶に新しいところである。その後、ダーウィンの『種の起源』の第六版

も前館長の寺田先生が発見されたとのことである。書庫の片隅で発見されるのを待っている本が

どれほどあることだろう。寺田先生の後を継いで、貴重な本の発掘を引き続き行っていきたいと

思っている。

トピックス



■ 図書館のニュース

１．図書館ツアー 実施します！

「図書館があるのは知ってるけど、中はどうなってるの？」「本はどうやって探すの？」そんなあなた

のために、図書館ツアーを実施します。

事前申し込みは不要です。参加希望の方は直接集合場所にお越しください。

これで課題を出されても NO PROBLEM!

（１）館内案内 ～どこに何があるか～
日時  ：4 月 12 日（火）       16:10-16:30

      4 月 13 日（水）、15 日（金） 12:15-12:35
集合場所：図書館玄関ホール

（２）所蔵資料の探し方（OPAC 入門）～この本はどこにあるか～
日時  ：4 月 20 日（水）、5 月 11 日（水）、13 日（金） 12:15-12:35

      4 月 22 日（金）、26 日（火）、5 月 10 日（火） 16:10-16:30
集合場所：図書館カウンター前

注） 基礎セミナー（必修）でも同内容を行います。

予告：5 月以降は論文検索収集法講座、データベース講習会も実施する予定です。乞うご期待！

   授業時間中等にゼミや研究室単位の講習会も開催します。お気軽にご相談ください。

お問い合わせは… 京都教育大学附属図書館情報サービス係 内線 8179 library@kyokyo-u.ac.jp

２．新館（南館）の再配置を行いました！

「配置場所がわかりにくい」「どこに何があるのかわからない」等のご意見をいただいておりました図

書館開架南館１F と２F の資料配置を大幅に見直し、並べ替えをいたしました。

階段下コーナー、参考図書コーナーをなくし、すべて請求記号順に並べました。日本十進分類法

による分類で０番台から４００番台までの資料を１F、５００番台から９００番台の資料を２F に置いていま

す。

また、今まで２F に置いていた教科書、児童書、就職関係資料を玄関近くに配置しました。

資料が今まであった場所になくてお困りのときにはどうぞお気軽にカウンターまでお問い合わせくだ

さい。



■ 私のすすめるこの１冊・・・井谷 惠子（体育学科 教授）

『スポーツ・ジェンダー学への招待』

アテネオリンピックでは日本の女性選手数は男性のそれを上回り、メダル獲得数でも男性を

圧倒した。レスリングや重量挙げなど、伝統的な女性イメージとは対極的な種目での活躍も目

立った。スポーツは女性の解放に貢献し、男女平等推進に積極的な役割を果たしているという

見方ができるだろう。一方で、スポーツは男女二分法、つまり性別の競技が当然と考えられ、

筋肉で支配される多くのスポーツで女性競技者は男性の記録を上回ることのない二流と目され

る。ビーチバレーボールのように、女性に肌を露出させるユニフォームを規定し、女性のから

だをアイキャッチャーとして利用する種目もある。スポーツは男女の違いを際立たせ、男性優

位を可視化する社会的装置であるという言い方もできよう。

かつて「東洋の魔女」と呼ばれたバレーボール選手は、金メダル獲得を通して女性を励まし、

女性の可能性が無限にあることを示した。しかし、男女の心に深く刻まれたのは、希望や自信

だけでなく、怒号や暴力を辞さず「俺についてこい」とリーダーシップを発揮する強い男と、

泣きながらついていくけなげな女性というステレオタイプ的な男女観であったことに気づかね

ばならないだろう。

本書は、このようなスポーツとジェンダーとの関わりを多様な視点か

ら読み解いた初の出版物である。スポーツの発祥、歴史、男らしさ、メ

ディア、学校体育など、スポーツが社会のジェンダー形成にいかに関わ

ってきたかについてわかりやすく述べている。自分の編著書を「すすめ

る本」として紹介させていただく面映さを感じながら、もうひとつのス

ポーツを知る本として薦めたい。

ジェンダーという視点から物事を見ていくということは、私たちの文

化や習慣が誰によって形成され誰のものであったかを振り返り、経験を

通じて知らず知らず埋め込まれてきた感性や考え方を疑い、自己のもの

見方や考え方を検証することでもある。

編著者：飯田貴子・井谷惠子 出版社：明石出版 出版年：2004 年

ISBN：4-7503-1944-9 定価：2800 円

配置場所：図書館 新館(南館)２階 (教員発刊コーナーにもあります。)

資料ＩＤ： 9041014685 請求記号：780.13/I 26

■ 論のくちび理のむすび・・・荻野 雄（社会科学科 助教授）
（本学の先生方が執筆された論文や著書を自らご紹介いただくコーナーです。毎号掲載予定。）

「 柳宗悦における「文化」と「政治」− 沖縄方言論争を中心にして − 」

荻野雄：京都教育大学紀要 No．105 65〜77頁、2004

本論稿では，民藝運動の創始者である柳宗悦の「沖縄方言論争」における言説を取り上げ

て，近代日本のナショナリズムについて検討する。太平洋戦争前夜に柳は，沖縄語を廃絶し

ようとする動きに抗してその保存を訴えた。身の危険を顧みず当局を批判した彼の勇気は戦

後高く評価されてきたが，しかし現在，そのときの柳の主張に内在する「政治性」が問題視

されている。ここではまず，アーネスト・ゲルナーのナショナリズム論と冨山一郎の研究を

使って柳に対するこうした批判の正当性を確認する。そのうえで，柳の言説が今日の我々に

とってなお持っている意義について考察する。



（ 通 常 ）

開館時間 ： ９：００

閉館時間 ： ２１：００

一部期間は１７：００に閉館します。

下記カレンダー「～１７：００」記載

■ 図書館開館スケジュール

４／２７（水）は、館内整理のため休館します。    ５／２５（水）は、館内整理のため休館します。

★ ４／３（日）は「ふれあい伏見フェスタ」への参加行事として開館していますが、貸出等はできません。

ミニ展示企画 絵手本『北斎漫画』展について（ご案内）

附属図書館では、「富嶽三十六景」で知られる江戸の絵師、葛飾北斎の一連の絵手本

『北斎漫画』のうち本館所蔵の七編（冊）を下記のとおり展示します。

町人文化が円熟する文化・文政期以降の人々の生活が、闊達な筆で描き出されています。

木版刷り絵手本の世界を現物で是非ご覧ください。ご来館をお待ちしています。

日時 平成１７年３月３０日（水）～４月２８日（木） ９時～１７時

場所 附属図書館１階ロビー

開館時は常時展示 http://lib1.kyokyo-u.ac.jp/
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